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(57)【要約】
【課題】電動工具用バッテリが着脱されるバッテリ装着
器において、壁掛け用の掛止孔を設けつつも、掛止孔を
通じてケースの外部からケースの内部に異物や静電気の
侵入してくるのを防いで製品の誤作動防止を図る。
【解決手段】電動工具用バッテリが着脱されるバッテリ
装着部を有し、外装としてのケース２０を有する。ケー
ス２０には、ケース２０の内外を連通して外部の雄螺子
を掛止可能とする掛止孔３１が設けられている。ケース
２０の内面２０１に設定される取付部４０に蓋部材７０
が取り付けられている。この蓋部材７０は、掛止孔３１
の開口をケース２０の内部側から閉じるように作用する
。蓋部材７０は、ケース２０の外部からケース２０の内
部に掛止孔３１を通じて異物や静電気の侵入してくるの
を防ぐ。
【選択図】図５



(2) JP 2017-107829 A 2017.6.15

10

20

30

40

50

【特許請求の範囲】
【請求項１】
　電動工具用バッテリが着脱されるバッテリ装着器であって、
　外装としてのケースを有し、
　前記ケースには、該ケースの内外を連通して外部の掛止部材を掛止可能とする掛止孔が
設けられており、
　前記掛止孔の開口を前記ケースの内部側から閉じる蓋部材が、前記ケースの内面に設定
される取付部に取り付けられている、バッテリ装着器。
【請求項２】
　請求項１に記載のバッテリ装着器において、
　前記取付部は、前記掛止孔と対面する位置まで延びる取付支持部を有し、
　前記取付支持部は、取り付けられた前記蓋部材を内側から前記掛止孔に向けて支持する
、バッテリ装着器。
【請求項３】
　請求項２に記載のバッテリ装着器において、
　前記取付部に対する前記蓋部材の取付け方向は、前記ケースの内面に沿った内面延在方
向に設定されている、バッテリ装着器。
【請求項４】
　請求項３に記載のバッテリ装着器において、
　前記蓋部材には、前記取付支持部を嵌め込む構造が設けられている、バッテリ装着器。
【請求項５】
　請求項３または請求項４に記載のバッテリ装着器において、
　前記取付部は、該取付部に対する前記蓋部材の外しを規制する外し規制部を有し、
　前記取付支持部は、弾性変形することにより前記外し規制部を越えて前記取付部に対す
る前記蓋部材の取付けを許容する、バッテリ装着器。
【請求項６】
　請求項１から請求項５のいずれか１つに記載のバッテリ装着器において、
　前記取付部に対する前記蓋部材の取付け方向は、上から下に向けた方向である、バッテ
リ装着器。
【請求項７】
　請求項１から請求項６のいずれか１つに記載のバッテリ装着器において、
　前記蓋部材には、前記取付部に設けられる縁部と板厚方向で重なる壁部が設けられてい
る、バッテリ装着器。
【請求項８】
　請求項１から請求項７のいずれか１つに記載のバッテリ装着器において、
　前記掛止部材は、壁に埋め込んで支持される脚部と、該脚部の外径より拡大した外径の
掛止頭部と、を有し、
　前記掛止孔は、前記掛止頭部が差込可能とされる第１孔部と、差し込まれた前記掛止頭
部の抜けが規制されるように前記第１孔部よりも短い内径の第２孔部とが、下と上との関
係で連ねられて形成されている、バッテリ装着器。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、電動工具用バッテリが着脱されるバッテリ装着器に関する。
【背景技術】
【０００２】
　昨今、電動工具の駆動電源として電動工具用バッテリが利用されている。このような電
動工具用バッテリは、充電残量が少なくなると工具本体から取り外されて専用の充電器に
装着されて充電される（例えば特許文献１参照）。他方、バッテリチェッカとも称され、
電動工具用バッテリの異常を点検する専用の診断器が知られている。このような診断器は
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、装着された電動工具用バッテリの、バッテリ充電回数、バッテリ電圧、バッテリ内部抵
抗を診断した結果、バッテリ容量を診断した結果、このほか電動工具用バッテリを総合的
に診断した結果などのバッテリ状態を検出し、ユーザに表示出力するように構成される。
【０００３】
　上記した充電器や診断器は、ともに電動工具用バッテリが着脱される機器として構成さ
れる。以下、このような電動工具用バッテリが着脱される工具以外の機器をバッテリ装着
器と総称する。このようなバッテリ装着器は、使用上の利便性から壁に掛けておきたい場
合がある。このような壁掛け式のバッテリ装着器とするには、ケースに設けられた掛止孔
に、壁に取り付けられた壁掛け用の螺子を差し込んで掛けることができるようにしてある
（例えば特許文献２参照）。なお、この掛止孔は、ケースの外部とケースの内部とを連通
して設けられている。この掛止孔は、プラスチック（合成樹脂）を材料としてケースを成
形する際に、その他のケースの外装形状と共に一緒に成形されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２００４－１４７３６０号公報
【特許文献２】実開平４－００４４４６号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　ところで、上記した掛止孔は、ケースの外部とケースの内部とを連通して設けられる。
このため、この掛止孔を通じて、ケースの外部からケースの内部に異物が侵入してしまっ
たり、この掛止孔を通じて、ケースの外部からケースの内部に静電気が入ってきて内装の
電子部品に悪影響を与えてしまったりすることがある。なお、このような問題は、バッテ
リ装着器として小型化が図られてきた昨今では、より顕著な問題となりつつある。
【０００６】
　本発明は、このような事情に鑑みなされたものであって、本発明が解決しようとする課
題は、電動工具用バッテリが着脱されるバッテリ装着器において、壁掛け用の掛止孔を設
けつつも、掛止孔を通じてケースの外部からケースの内部に異物や静電気の侵入してくる
のを防いで製品の誤作動防止を図ることにある。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　上記した課題を解決するにあたって、本発明に係るバッテリ装着器は次の手段をとる。
すなわち、本発明の第１の発明に係るバッテリ装着器は、電動工具用バッテリが着脱され
るバッテリ装着器であって、外装としてのケースを有し、前記ケースには、該ケースの内
外を連通して外部の掛止部材を掛止可能とする掛止孔が設けられており、前記掛止孔の開
口を前記ケースの内部側から閉じる蓋部材が、前記ケースの内面に設定される取付部に取
り付けられている、という構成である。
【０００８】
　この第１の発明に係るバッテリ装着器によれば、外部の掛止部材として例えば壁に取り
付けられた壁掛け用の螺子を掛止孔に差し込んでバッテリ装着器を壁に掛けておくことが
できる。これによって、壁掛け式のバッテリ装着器とすることができる。ここで、取付部
に取り付けられた蓋部材は、掛止孔の開口をケースの内部側から閉じることができる。こ
れによって、蓋部材は、ケースの外部からケースの内部に掛止孔を通じて異物や静電気の
侵入してくるのを防いで、この異物や静電気が侵入することによる製品の誤作動を防止す
ることができる。
【０００９】
　本発明の第２の発明に係るバッテリ装着器は、前記第１の発明に係るバッテリ装着器に
おいて、前記取付部は、前記掛止孔と対面する位置まで延びる取付支持部を有し、前記取
付支持部は、取り付けられた前記蓋部材を内側から前記掛止孔に向けて支持する、という
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構成である。この第２の発明に係るバッテリ装着器によれば、取付支持部は掛止孔と対面
する位置に設けられて蓋部材を内側から掛止孔に向けて支持する。これによって、異物が
掛止孔を通じて蓋部材を押すようなことがあっても、蓋部材は取付支持部にて支持されて
外れ難くなる。したがって、外部からの異物の侵入にも蓋部材は強固に支持されることと
なり、製品の誤作動を強力に防止することができる。
【００１０】
　本発明の第３の発明に係るバッテリ装着器は、前記第２の発明に係るバッテリ装着器に
おいて、前記取付部に対する前記蓋部材の取付け方向は、前記ケースの内面に沿った内面
延在方向に設定されている、という構成である。この第３の発明に係るバッテリ装着器に
よれば、取付部に対する蓋部材の取付け方向はケースの内面に沿った内面延在方向に設定
されているので、取付支持部の存在が邪魔にならずに蓋部材を取付部に取り付けることが
できる。これによって、取付部に対する蓋部材の取付けを簡単かつ確実に行うことができ
る。
【００１１】
　本発明の第４の発明に係るバッテリ装着器は、前記第３の発明に係るバッテリ装着器に
おいて、前記蓋部材には、前記取付支持部を嵌め込む構造が設けられている、という構成
である。この第４の発明に係るバッテリ装着器によれば、蓋部材には取付支持部を嵌め込
む構造が設けられているので、取付支持部による蓋部材の支持を高めることができる。こ
れによって、取付部に対する蓋部材の取付けをより確実にすることができる。
【００１２】
　本発明の第５の発明に係るバッテリ装着器は、前記第３または前記第４の発明に係るバ
ッテリ装着器において、前記取付部は、該取付部に対する前記蓋部材の外しを規制する外
し規制部を有し、前記取付支持部は、弾性変形することにより前記外し規制部を越えて前
記取付部に対する前記蓋部材の取付けを許容する、という構成である。この第５の発明に
係るバッテリ装着器によれば、外し規制部により取付部に対する蓋部材の外しを規制する
ことができる。これによって、取付部に対する蓋部材の取付け状態を強固に保持すること
ができる。なお、このように設けられる外し規制部は、取付支持部の弾性変形によって取
付支持部に干渉されることなく蓋部材の取付けを行うことができるので、蓋部材の取付け
も容易に行うことができる。
【００１３】
　本発明の第６の発明に係るバッテリ装着器は、前記第１から前記第５のいずれかの発明
に係るバッテリ装着器において、前記取付部に対する前記蓋部材の取付け方向は、上から
下に向けた方向である、という構成である。この第６の発明に係るバッテリ装着器によれ
ば、取付部に対する蓋部材の取付け方向は上から下に向けた方向であるので、蓋部材に対
しての重力作用は蓋部材の取付け方向と一致することとなる。これによって、蓋部材の外
れを抑えることができる。
【００１４】
　本発明の第７の発明に係るバッテリ装着器は、前記第１から前記第６のいずれかの発明
に係るバッテリ装着器において、前記蓋部材には、前記取付部に設けられる縁部と板厚方
向で重なる壁部が設けられている、という構成である。この第７の発明に係るバッテリ装
着器によれば、蓋部材には取付部に設けられる縁部と板厚方向で重なる壁部が設けられて
いるので、掛止孔の開口の縁部分をオーバーラップさせて閉じることができる。これによ
って、掛止孔からケースの内部への閉塞沿面距離を延ばして密閉性を高めている。したが
って、掛止孔からケースの内部への異物や静電気の侵入をより抑えることができる。
【００１５】
　本発明の第８の発明に係るバッテリ装着器は、前記第１から前記第７のいずれかの発明
に係るバッテリ装着器において、前記掛止部材は、壁に埋め込んで支持される脚部と、該
脚部の外径より拡大した外径の掛止頭部と、を有し、前記掛止孔は、前記掛止頭部が差込
可能とされる第１孔部と、差し込まれた前記掛止頭部の抜けが規制されるように前記第１
孔部よりも短い内径の第２孔部とが、下と上との関係で連ねられて形成されている、とい
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う構成である。この第８の発明に係るバッテリ装着器によれば、外部の掛止部材として例
えば壁に取り付けられた壁掛け用の雄螺子や壁掛け用の釘などを掛止孔に差し込んで、バ
ッテリ装着器を壁に掛けておくことができる。これによって、一般的な雄螺子を掛止部材
として利用して、壁掛け式のバッテリ装着器とすることができる。
【図面の簡単な説明】
【００１６】
【図１】バッテリチェッカの表側からの斜視図である。
【図２】バッテリチェッカに電動工具用バッテリを装着しようとする斜視図である。
【図３】バッテリチェッカの裏側からの斜視図である。
【図４】ケース内部側から視た掛止構造を示す斜視図である。
【図５】取付部に蓋部材を取り付けようとする掛止構造を示す斜視図である。
【図６】蓋部材が取り付けられていない取付部を示す斜視図である。
【図７】別の角度から視た図６の取付部を示す斜視図である。
【図８】蓋部材が取り付けられていない取付部を示す正面図である。
【図９】蓋部材が取り付けられていない取付部を示す左側面図である。
【図１０】蓋部材が取り付けられていない取付部を示す上面図である。
【図１１】外部から視た掛止孔を示す正面図である。
【図１２】蓋部材の単品外部形状を示す斜視図である。
【図１３】別の角度から視た蓋部材の単品外部形状を示す斜視図である。
【図１４】蓋部材の単品内部形状を示す斜視図である。
【図１５】蓋部材の外部を示す正面図である。
【図１６】蓋部材を示す左側面図である。
【図１７】取付部に蓋部材が取り付けられた掛止構造を示す正面図である。
【図１８】図１７の掛止構造を示す左側面図である。
【図１９】図１７の掛止構造を示す上面図である。
【図２０】図１７の(XX)-(XX)線断面矢視図である。
【図２１】図１８の(XXI)-(XXI)線断面矢視図である。
【図２２】図１７の(XXII)-(XXII)線断面矢視図である。
【図２３】図１７の(XXIII)-(XXIII)線断面矢視図である。
【図２４】雄螺子が差し込まれた掛止孔を示す外部斜視図である。
【図２５】図２４の(XXV)-(XXV)線断面矢視図である。
【図２６】雄螺子が掛止された掛止孔を示す外部斜視図である。
【図２７】図２６の(XXVII)-(XXVII)線断面矢視図である。
【図２８】表ケースと表示出力部の表側からの分解斜視図である。
【図２９】表ケースと表示出力部の裏側からの分解斜視図である。
【図３０】表ケースと表示出力部の裏面図である。
【図３１】図１の(XXXI)-(XXXI)線断面矢視図である。
【図３２】図１の(XXXII)-(XXXII)線断面矢視図である。
【図３３】裏ケースと該裏ケースに装着された部品の表面図である。
【図３４】バッテリチェッカの上面図である。
【図３５】バッテリチェッカの上面図である。
【図３６】バッテリチェッカのブロック図である。
【発明を実施するための形態】
【００１７】
　以下、本発明に係るバッテリ装着器を実施するための実施の形態について図１～図２７
を参照しながら説明する。図１～図３では、本発明に係るバッテリ装着器としてのバッテ
リチェッカ１０を図示している。図１はバッテリチェッカ１０の表側を示している。図２
は電動工具用バッテリＢを装着しようとする斜視図であり、図３はバッテリチェッカ１０
の裏側を示している。バッテリチェッカ１０は、電動工具用バッテリＢが着脱される電気
機器である。このバッテリチェッカ１０は、通常はバッテリ装着部１１に装着された電動
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工具用バッテリＢからの電力供給により駆動し、電動工具用バッテリＢからの電力供給が
無い場合に乾電池収容部２３（図３参照）に収容された乾電池により駆動可能にされてい
る。このバッテリチェッカ１０は、例えば、屋内の壁に固定された雄螺子に掛けられる壁
掛け式で構成されている。このため、以下の説明では、壁に掛けられたバッテリチェッカ
１０にて規定される『表裏上下左右』の方向に基づいて、バッテリチェッカ１０を説明す
ることとする。
【００１８】
　ちなみに、図示規定の『上下』の方向は、壁に掛けられたバッテリチェッカ１０の上下
方向に基づいて規定されている。また、図示規定の『表』の方向は壁に掛けられたバッテ
リチェッカ１０の表面の側を意味しており、図示規定の『裏』の方向は壁に掛けられたバ
ッテリチェッカ１０の裏面の側を意味している。なお、表面はユーザと対面する面であり
、裏面は壁面と対面する面である。また、図示規定の『左右』の方向は、ユーザが表面か
ら視た場合の左右方向に基づいて規定されている。
【００１９】
　このように壁に掛けられるバッテリチェッカ１０は、電動工具用バッテリＢの異常を点
検する専用の診断器として構成されている。このような診断器は、装着された電動工具用
バッテリＢの、バッテリ充電回数、バッテリ電圧、バッテリ内部抵抗を診断した結果、バ
ッテリ容量を診断した結果、このほか電動工具用バッテリＢを総合的に診断した結果など
のバッテリ状態を検出し、ユーザに表示出力する。このため、バッテリチェッカ１０には
、電動工具用バッテリＢを装着するためのバッテリ装着部１１と、診断結果を表示出力す
るための表示出力部１７とが設けられている。
【００２０】
　バッテリチェッカ１０の表側面１０１はユーザと対面する。この表側面１０１の左側範
囲には、電動工具用バッテリＢを装着するためのバッテリ装着部１１が設けられている。
バッテリ装着部１１は、スライドさせることにより着脱される電動工具用バッテリＢに対
応して構成される。この電動工具用バッテリＢとしては、電動工具の工具本体に対してス
ライドさせることにより装着あるいは取り外しされる充電式のバッテリとして構成される
。この電動工具用バッテリＢは、工具本体に装着された場合には電動工具の電源として使
用される。この電動工具用バッテリＢが装着される電動工具としては、ドライバ、レンチ
、ドリル、レシプロソー、チェーンソー、バンドソー、ジグソー、マルノコ、グラインダ
、タッカ等の電力駆動の電動工具が挙げられる。ちなみに、電動工具用バッテリＢとして
は、例えば２０１２年４月発行マキタ総合カタログにおける『ＢＬ１４３０』の製品が挙
げられる。
【００２１】
　バッテリ装着部１１は、概略、スライドレール１２と、フック部１３と、接続端子部１
４と、端子カバー１５とを有する。電動工具用バッテリＢは、バッテリ装着部１１に対し
て、上から下へスライドさせることにより装着され、逆に下から上へスライドさせること
により取り外される。スライドレール１２は、この電動工具用バッテリＢを着脱させるに
あたってのスライドをガイドするガイドレールである。スライドレール１２は、電動工具
用バッテリＢのガイド部（図示省略）に対応した形状に形成され、電動工具用バッテリＢ
をスライドさせる上下方向に対をなして延びている。フック部１３は、凹形フックで形成
される。フック部１３には、装着が完了した電動工具用バッテリＢの凸形フック（図示省
略）が嵌合される。なお、電動工具用バッテリＢを取り外す場合には、電動工具用バッテ
リＢ側のロックレバー（図示省略）を操作して、フック部１３に対する電動工具用バッテ
リＢの凸形フックの嵌合を解除する。
【００２２】
　バッテリ装着部１１の中央には、接続端子部１４が設けられている。接続端子部１４に
は、電動工具用バッテリＢ側の端子（図示省略）が接続される。接続端子部１４は端子カ
バー１５に保護されている。端子カバー１５は、電動工具用バッテリＢの着脱時のスライ
ドに当たることにより上下方向にスライドする。具体的には、端子カバー１５は、バッテ
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リ装着部１１に電動工具用バッテリＢを装着させる際に電動工具用バッテリＢにより押さ
れて下がる。そうすると、それまで隠されていた接続端子部１４が露出されて、電動工具
用バッテリＢに設けられる接続端子（図示省略）が接続端子部１４に接続される。なお、
電動工具用バッテリＢの装着は重力方向となる上から下へスライドとなっており、電動工
具用バッテリＢをバッテリ装着部１１に装着させ易い上、バッテリ装着部１１に装着され
た後もバッテリ装着部１１から電動工具用バッテリＢが外れ難くなっている。
【００２３】
　これに対し、表側面１０１の右側範囲には、表示出力部１７および操作部１８が設けら
れている。表示出力部１７は、上記した診断結果をユーザが視認可能に表示出力する。ま
た、操作部１８は、表示出力に関しての表示内容を操作するボタンである。ユーザは、操
作部１８を適宜に押すことにより、表示出力部１７に表示出力される表示内容を適宜に変
更操作をすることができる。また、表側面１０１の右側範囲には、電源ボタン１９が設け
られている。このように電動工具用バッテリＢが装着され、電動工具用バッテリＢを診断
した結果が表示出力されるバッテリチェッカ１０は、外装としてのケースを有して構成さ
れる。このケース２０の内部には適宜の電子部品が内蔵される。
【００２４】
　ケース２０は、上面視長方形をなすように形成され、外装としての機能と筐体ケースと
しての機能を有する、ケース２０は、裏ケース（下側ケース）２１と表ケース（上側ケー
ス）２７とを合体させてなる。この裏ケース２１と表ケース２７とは、図３に示すように
雄螺子２８を介して一体に螺子止めされている。具体的には、裏ケース２１と表ケース２
７とは、上面視長方形の４隅で雄螺子２８により螺子止めされている。なお、裏ケース２
１の延在平面は、バッテリチェッカ１０の裏側面１０２をなす。この裏側面１０２は、バ
ッテリチェッカ１０を壁に掛けた場合に壁と対面する面である。
【００２５】
　裏ケース２１の裏側面１０２には一対の掛止孔３１が設けられる。この一対の掛止孔３
１は、壁掛け式とするための孔である。一対の掛止孔３１は、左側（図面では右側）の縁
の近傍に設定される左側掛止孔３１１と、右側（図面では左側）の縁の近傍に設定される
右側掛止孔３１２との２つで設定されている。ちなみに、左側掛止孔３１１と右側掛止孔
３１２とは、バッテリチェッカ１０を壁に掛けた際の左右バランスが良くなるように、ケ
ース２０の左右対称位置に設けられている。さらに、左側掛止孔３１１と右側掛止孔３１
２とは、壁に掛けた際の上下バランスが良くなるように、ケース２０の半分より上側の範
囲に設けられている。
【００２６】
　これら左側掛止孔３１１と右側掛止孔３１２とは互いに同一の掛止孔３１で構成される
。このため、以下に掛止孔３１を説明するにあたっては右側掛止孔３１２を例に挙げて説
明することとする。なお、このケース２０の裏側面１０２には、乾電池が収容される乾電
池収容部２３が設けられている。この乾電池収容部２３は収容カバー２４にて閉塞されて
いる。収容カバー２４は、係止フック２５１にて裏ケース２１に係止されているとともに
留め螺子２５２にて螺子止めされている。
【００２７】
　掛止孔３１は、掛止構造３０の一部をなす。図４はケース２０の内部側から視た掛止構
造３０を示す斜視図である。図５は取付部４０に蓋部材７０を取り付けようとする掛止構
造３０を示す斜視図である。図６は蓋部材７０が取り付けられていない取付部４０を示す
斜視図である。図７は別の角度から視た図６の取付部４０を示す斜視図である。図８は蓋
部材７０が取り付けられていない取付部４０を示す正面図である。図９は蓋部材７０が取
り付けられていない取付部４０を示す左側面図である。図１０は蓋部材７０が取り付けら
れていない取付部４０を示す上面図である。図１１は外部から視た掛止孔３１を示す正面
図である。図１２は蓋部材７０の単品外部形状を示す斜視図である。図１３は別の角度か
ら視た蓋部材７０の単品外部形状を示す斜視図である。図１４は蓋部材７０の単品内部形
状を示す斜視図である。図１５は蓋部材７０の外部を示す正面図である。図１６は蓋部材
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７０を示す左側面図である。
【００２８】
　図１７～図２７に関しては、上記した取付部４０に蓋部材７０が取り付けられた掛止構
造３０を図示している。すなわち、図１７は取付部４０に蓋部材７０が取り付けられた掛
止構造３０を示す正面図である。図１８は図１７の掛止構造３０を示す左側面図である。
図１９は図１７の掛止構造３０を示す上面図である。図２０は図１７の(XX)-(XX)線断面
矢視図である。図２１は図１８の(XXI)-(XXI)線断面矢視図である。図２２は図１７の(XX
II)-(XXII)線断面矢視図である。図２３は図１７の(XXIII)-(XXIII)線断面矢視図である
。図２４は雄螺子Ｓが差し込まれた掛止孔３１を示す外部斜視図である。図２５は図２４
の(XXV)-(XXV)線断面矢視図である。図２６は雄螺子Ｓが掛止された掛止孔３１を示す外
部斜視図である。図２７は図２６の(XXVII)-(XXVII)線断面矢視図である。
【００２９】
　掛止構造３０は、裏ケース２１に設けられる掛止孔３１と、裏ケース２１に設けられる
取付部４０と、この取付部４０に取り付けられる蓋部材７０とを有する。掛止孔３１は裏
ケース２１の裏側面１０２を裏から表へ貫通するようにして形成されている。つまり、掛
止孔３１は、外部の雄螺子Ｓ（図２５および図２７を参照）をケース２０の内部に差込可
能にケース２０の内外を連通している。掛止孔３１からケース２０の内部に差し込まれた
雄螺子Ｓの螺子頭Ｓ２は、この掛止孔３１に対して掛止可能となっている。なお、図２４
～図２７に参照される雄螺子Ｓは、本発明に係る外部の掛止部材に相当する。この雄螺子
Ｓは、広く利用される雄螺子と同様、螺子部Ｓ１と螺子頭Ｓ２とを有して構成される。な
お、螺子部Ｓ１は、壁に埋め込んで支持される本発明に係る脚部に相当する。また、螺子
頭Ｓ２は、螺子部Ｓ１の外径より拡大した外径をなす本発明に係る掛止頭部に相当する。
この雄螺子Ｓの掛止に関しては、後に図２４～図２７を参照しながら説明する。掛止孔３
１は、図１１に示すように、一般にダルマ孔とも称される連通孔である。掛止孔３１は、
径の長ささが相違する大小の２つの孔３３，３５を連ねるようにして形成される。
【００３０】
　掛止孔３１は、図１１に示すように、下側の大径孔３３と上側の小径孔３５とが連接孔
３７を介在させながら連ねるようにして形成される。大径孔３３は、小径孔３５の径の長
さと比較して相対的に長い径の内周縁３４の孔として形成されている。逆に言えば、小径
孔３５は、大径孔３３の径の長さと比較して相対的に短い径の内周縁３６の孔として形成
されている。また、連接孔３７は、小径孔３５の径のまま下方に真っ直ぐ延ばされた内周
縁３８の孔として形成されている。なお、大径孔３３は、本発明に係る第１孔部に相当す
る孔であり、その内周縁３４の径は雄螺子Ｓの螺子頭Ｓ２が差込可能な径で設定されてい
る。これに対し、小径孔３５は、本発明に係る第２孔部に相当する孔であり、その内周縁
３６の径は雄螺子Ｓの螺子頭Ｓ２の抜けが規制される径で設定されている。なお、連接孔
３７の内周縁３８の径は、小径孔３５と同一の径である。このように設定された小径孔３
５と大径孔３３とは、上下の関係で並べられ、これらの間に連接孔３７を介在させて互い
に連なって、掛止孔３１をなしている。
【００３１】
　掛止孔３１の内面側となるケース２０の内面２０１には、取付部４０が設けられている
。この取付部４０には、蓋部材７０が取り付けられる。この取付部４０に取り付けられる
蓋部材７０は、掛止孔３１の開口をケース２０の内部側から閉じる。この蓋部材７０は、
雄螺子Ｓが差し込まれる掛止孔３１をケース２０の内側から閉じる部材として構成される
。なお、取付部４０に対する蓋部材７０の取付け方向は、小径孔３５から大径孔３３に向
かう上から下への方向に設定されている。つまり、蓋部材７０の取付け方向は、ケース２
０の内面２０１が延在される上から下へ方向となっている。この取付け方向で蓋部材７０
をスライドさせることにより蓋部材７０は取付部４０に取り付けられる。取付部４０は、
掛止孔３１の内面２０１側に設けられる構造である。この取付部４０は、掛止孔３１と同
様、左側（図示符号３１１）および右側（図示符号３１２）の双方に、同一構造で設けら
れている。



(9) JP 2017-107829 A 2017.6.15

10

20

30

40

50

【００３２】
　図４～図１１を参照にしながら、取付部４０について説明する。なお、図６および図７
以外の図面では取付部４０の周囲の図示を省略している。取付部４０は、概略、突出縁部
４１と、閉塞部５０と、支持ガイド部５５と、ストッパ部６０とを有する。突出縁部４１
は、本発明に係る第１突出縁に相当する。突出縁部４１は、掛止孔３１の内周縁３４，３
６，３８に沿って設けられている。この突出縁部４１は、この掛止孔３１の内周縁３４，
３６，３８のそれぞれからケース２０の内部に向かって突き出されるように形成されてい
る。具体的には、大径孔３３の内周縁３４に沿って第１突出縁部４４が設けられ、小径孔
３５の内周縁３６に沿って第２突出縁部４６が設けられ、連接孔３７の内周縁３８に沿っ
て第３突出縁部４８が設けられている。これら第１～第３突出縁部４４，４６，４８は、
掛止孔３１をなす内周縁３４，３６，３８と同様、互いに連なってケース２０の内部に向
かって突き出されている。なお、第１突出縁部４４の下側半分は、次に詳述する閉塞部５
０と連なるように形成されている。逆に言えば、第２，３突出縁部４６，４８と第１突出
縁部４４の上側半分とは、裏ケース２１の板厚と同等の長さ分だけケース２０の内部に向
かって突き出されて形成されている。
【００３３】
　閉塞部５０は、大径孔３３の下側半分の突出縁部４１を更にケース２０の内部に向かっ
て突き出すように形成される周壁部５１と、この周壁部５１と連なりながら大径孔３３を
覆うように大径孔３３と対面配置される円形部５２とを有する。言い換えれば、周壁部５
１は、大径孔３３と対面配置される円形部５２の下側半分と、大径孔３３の内周縁３４の
下側半分とを連接する。また、この円形部５２の上端から上方に支持ガイド部５５が延び
ている。支持ガイド部５５は、本発明に係る取付支持部に相当する。この支持ガイド部５
５は、掛止孔３１と対面する位置まで下から上に延びている。この支持ガイド部５５は、
取り付けられた蓋部材７０をケース２０の内部の内側から掛止孔３１に向けて支持する。
具体的には、支持ガイド部５５は、円形部５２の上端から上方に延び、小径孔３５および
連接孔３７に対面配置される。なお、円形部５２は、図８および図１１に示すように、大
径孔３３の開口形状よりも僅かに小さく形成され、支持ガイド部５５も小径孔３５および
連接孔３７の開口形状よりも僅かに小さく形成されている。
【００３４】
　これら円形部５２と支持ガイド部５５のケース２０の内面２０１には、支持リブ５６が
設けられている。支持リブ５６は、左右方向に延びる水平リブ５７と、上下方向に延びる
上下リブ５８とを有する。水平リブ５７は、閉塞部５０の下側範囲に対して水平方向に延
びるように設けられている。上下リブ５８は、閉塞部５０の上側範囲および支持ガイド部
５５に対して上下方向に延びるように設けられている。この支持ガイド部５５は、閉塞部
５０および支持ガイド部５５に対して適切な強度を加えている。なお、この支持リブ５６
（水平リブ５７，上下リブ５８）は、図９に示すように裏ケース２１の板厚と同等の厚み
分の長さに設定されている。また、水平リブ５７は、図６および図７に示すように、裏ケ
ース２１の左右の側壁２１１，２１２から連なるサイドリブ２９と連なっている。この水
平リブ５７の上側に向く面は、蓋部材７０を取付部４０に取り付けた際、蓋部材７０の開
口端７８が当接する下側当接面５９として機能する。
【００３５】
　掛止孔３１の上方にはストッパ部６０が設けられている。ストッパ部６０は、ケース２
０の内面２０１からケース２０の内部に向かって突き出すように形成される。具体的には
、ストッパ部６０は、図８に示すように正面視矩形の形状であり、図９に示すように上か
ら下に向かうにしたがってケース２０の内部に徐々に突き出された形状に形成される。こ
のストッパ部６０は、本発明に係る外し規制部に相当し、取付部４０に対する蓋部材７０
の外しを規制する。具体的には、ストッパ部６０のうち、ケース２０の内部側に向く面は
、下側に向けてケース２０の内部側に張り出されるテーパ面６１として設定される。テー
パ面６１は、取付部４０に蓋部材７０を取り付ける際のガイド面として形成される。この
ように蓋部材７０を取付部４０に取り付ける際は、蓋部材７０の上端７３５をテーパ面６
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１にて乗り越えさせる。この際、支持ガイド部５５は、ケース２０の内部側（内側）に僅
かに弾性変形する。このように蓋部材を内側から支持する支持ガイド部５５は、取付部４
０に対する蓋部材７０のストッパ部６０を越えた取付けを許容することとなる。テーパ面
６１を乗り越えた蓋部材７０は、ストッパ部６０の下側に配置されて取付部４０に取り付
けられたものとなる。
【００３６】
　ストッパ部６０のうち、ケース２０の下側に向く面は、上記した下側当接面５９と対面
する上側当接面６２として設定される。この上側当接面６２は、突き出されたストッパ部
６０の段差により形成される。この上側当接面６２は、蓋部材７０を取付部４０に取り付
けた際、蓋部材７０の外し方向への移動を規制する。この上側当接面６２は、蓋部材７０
を上記した下側当接面５９と共に挟み込むようにして、取付部４０に対する蓋部材７０の
取付け状態を支持する。このため、下側当接面５９と上側当接面６２とは、互いにケース
２０の内面２０１と直交方向に延びる当接面で形成される。取付部４０に取り付けられた
蓋部材７０が下から上へ移動しようとすると、ストッパ部６０の上側当接面６２に蓋部材
７０の当接面７３６が当たって蓋部材７０のスライドが規制され、取付部４０に対する蓋
部材７０の外れは規制される。
【００３７】
　図１２～図２０を参照にしながら、蓋部材７０について説明する。蓋部材７０は樹脂成
形品である。蓋部７１は、掛止孔３１の開口形状に略一致する外周形状（正面視略ダルマ
形）を有し、この掛止孔３１の開口形状を閉じる蓋形をなしている。蓋部材７０は、概略
、蓋部７１と差込ガイド部８１とを有する。具体的には、蓋部７１は、第１蓋部７３と第
２蓋部７４とを上下で連接して形成される。第１蓋部７３は、小径孔３５および連接孔３
７の開口形状を蓋するように設けられる。この第１蓋部７３は、小径孔３５および連接孔
３７を覆うように対面配置される第１対面部７３１と、第１対面部７３１の外周に沿って
周壁をなす第１周壁部７３２とを有する。第１対面部７３１は、小径孔３５および連接孔
３７を覆う形状に形成され、これら小径孔３５および連接孔３７と対面している。また、
第１周壁部７３２は、第１対面部７３１の周縁から側壁形に延ばされて形成されている。
なお、この第１周壁部７３２の上端７３５は、ストッパ部６０の上側当接面６２が当接す
る当接面７３６として面形状に形成される。
【００３８】
　これに対し、第２蓋部７４は、大径孔３３の上側半分の開口形状を蓋する。この第２蓋
部７４は、大径孔３３の上側半分を覆うように対面配置される第２対面部７４１と、第２
対面部７４１（図１４参照）の外周に沿って周壁をなす第２周壁部７４２とを有する。第
２対面部７４１は、大径孔３３の上側半分を覆う形状に形成され、これら大径孔３３の上
側半分と対面している。また、第２周壁部７４２は、第２対面部７４１の周縁から側壁形
に延ばされて形成されている。この蓋部材７０は、取付部４０に取り付けるにあたっての
開口部７５，７７が設けられている。すなわち、蓋部材７０には、掛止孔３１との対面範
囲に設けられる対面開口部７５と、下部範囲に設けられる下部開口部７７とが、設けられ
ている。対面開口部７５は、第１周壁部７３２および第２周壁部７４２の裏側に向いた端
縁で設定されている。下部開口部７７は、第２周壁部７４２の下側に向いた端縁で設定さ
れている。なお、下部開口部７７は、取付部４０の突出縁部４１および閉塞部５０を収容
可能な開口形状を有して形成される。この下部開口部７７の下端は、上記した取付部４０
の下側当接面５９と当接する蓋部材７０の開口端７８として設定される。
【００３９】
　蓋部７１の外周面７９には、蓋部７１と連なって差込ガイド部８１が設けられている。
この差込ガイド部８１は、蓋部７１の下側半分の範囲に対して対面するように設けられて
いる。逆に言えば、差込ガイド部８１と蓋部７１とは内外２段で並列されるように連接し
て形成される。この差込ガイド部８１は、取付部４０の支持ガイド部５５が差し込まれる
差込孔８２を有して形成される。つまり、差込部８３は、支持ガイド部５５を下から上に
嵌め込む構造として設けられている。差込ガイド部８１は、差込孔８２が設定される差込
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部８３と、取付部４０の下部を覆う延在部８７とを有する。差込部８３は、蓋部７１の外
周面７９と対面配置される対面壁８４を有する。
【００４０】
　対面壁８４の左側および右側には、対面壁８４と外周面７９とを連接する左側壁８５１
および右側壁８５２が設けられている。ここで、互いに対面する対面壁８４と外周面７９
との間には、上下に延びる差込孔８２が設けられている。この対面壁８４の下側には、取
付部４０の下部を覆うように延びる延在部８７が設けられている。この延在部８７は、取
付部４０の円形部５２を覆うまで下側に延びている。なお、差込部８３の左右両側の外周
部分には、一対の段差部８８が設けられている。この段差部８８は、突出縁部４１との間
の隙間を埋め、ケース２０外部からケース２０内部に装置される基板までの沿面距離を延
ばしてケース２０内外の密閉性を高めている。これによって、ケース２０外部に対して、
ケース２０内部に装置される基板の電気的絶縁性能は高められることとなる。このように
電気的絶縁性能が向上すると、例えばケース２０外部からケース２０内部に装置される基
板への静電気の飛びを生じ難くして、装置の誤動作や回路故障を抑制することができる。
【００４１】
　取付部４０に取り付けられた蓋部材７０には、取付部４０との間でオーバーラップする
構造が設けられている。すなわち、蓋部材７０の第１周壁部７３２および第２周壁部７４
２は、取付部４０に設けられる第１～第３突出縁部４４，４６，４８（突出縁部４１）と
板厚方向で重なる。なお、これらの第１～第３突出縁部４４，４６，４８は、上記したよ
うに掛止孔３１の内周縁３４，３６，３８に沿って設けられている。また、蓋部材７０の
開口端７８は、取付部４０に設けられる水平リブ５７と板厚方向で重なる。つまり、取付
部４０に取り付けられた蓋部材７０は、掛止孔３１の周囲を板厚方向で重なるように形成
されている。このように取付部４０に取り付けられた蓋部材７０の重なる構成は、掛止孔
３１の全周に亘るように設定されており、重なる長さとしてはケース２０の略板厚の長さ
と一致するように設定されている。
【００４２】
　上記した掛止孔３１には、図２４～図２７に示すように雄螺子Ｓが掛止される。具体的
には、先ず雄螺子Ｓは、図２４および図２５に示すように、掛止孔３１の大径孔３３に差
し込まれる。なお、図示される雄螺子Ｓは、螺子部Ｓ１を壁に捩じ込んで固定される、一
般的な壁掛け用の雄螺子である。また、大径孔３３は雄螺子Ｓの螺子頭Ｓ２を差し込むこ
とができる内周縁３４を有している。ここでバッテリチェッカ１０を、雄螺子Ｓに対して
下へスライドさせると、図２６および図２７に示すようになる。すなわち、雄螺子Ｓは、
大径孔３３から連接孔３７を通過して小径孔３５へと移動することとなる。ここで、小径
孔３５は、内周縁３６の径は雄螺子Ｓの螺子頭Ｓ２の抜けが規制される径で設定されてい
る。このため、掛止孔３１には、雄螺子Ｓの螺子頭Ｓ２が掛止することとなる。
【００４３】
　上記した実施の形態のバッテリチェッカ１０によれば、次のような作用効果を奏するこ
とができる。すなわち上記したバッテリチェッカ１０によれば、壁掛け用の雄螺子Ｓの螺
子部Ｓ１を掛止孔３１に差し込んでバッテリチェッカ１０を壁に掛けておくことができる
。これによって、壁掛け式のバッテリチェッカ１０とすることができる。ここで、取付部
４０に取り付けられた蓋部材７０は、掛止孔３１の開口をケース２０の内部側から閉じる
ことができる。これによって、蓋部材７０は、ケース２０の外部からケース２０の内部に
掛止孔３１を通じて異物や静電気の侵入してくるのを防いで、この異物や静電気が侵入す
ることによる製品の誤作動を防止することができる。
【００４４】
　また、上記したバッテリチェッカ１０によれば、支持ガイド部５５は掛止孔３１と対面
する位置に設けられて蓋部材７０を内側から掛止孔３１に向けて支持する。これによって
、異物が掛止孔３１を通じて蓋部材７０を押すようなことがあっても、蓋部材７０は支持
ガイド部５５にて支持されて外れ難くなる。したがって、外部からの異物の侵入にも蓋部
材７０は強固に支持されることとなり、製品の誤作動を強力に防止することができる。ま
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た、上記したバッテリチェッカ１０によれば、取付部４０に対する蓋部材７０の取付け方
向はケース２０の内面２０１に沿った内面２０１の延在方向に設定されているので、支持
ガイド部５５の存在が邪魔にならずに蓋部材７０を取付部４０に取り付けることができる
。これによって、取付部４０に対する蓋部材７０の取付けを簡単かつ確実に行うことがで
きる。
【００４５】
　また、上記したバッテリチェッカ１０によれば、蓋部材７０には支持ガイド部５５を嵌
め込む構造が設けられているので、支持ガイド部５５による蓋部材７０の支持を高めるこ
とができる。これによって、取付部４０に対する蓋部材７０の取付けをより確実にするこ
とができる。また、上記したバッテリチェッカ１０によれば、ストッパ部６０により取付
部４０に対する蓋部材７０の外しを規制することができる。これによって、取付部４０に
対する蓋部材７０の取付け状態を強固に保持することができる。なお、このように設けら
れるストッパ部６０は、支持ガイド部５５の弾性変形によって支持ガイド部５５に干渉さ
れることなく蓋部材７０の取付けを行うことができるので、蓋部材７０の取付けも容易に
行うことができる。
【００４６】
　また、上記したバッテリチェッカ１０によれば、取付部４０に対する蓋部材７０の取付
け方向は上から下に向けた方向であるので、蓋部材７０に対しての重力作用は蓋部材７０
の取付け方向と一致することとなる。これによって、蓋部材７０の外れを抑えることがで
きる。また、蓋部材７０の第１周壁部７３２および第２周壁部７４２は、取付部４０に設
けられる第１～第３突出縁部４４，４６，４８（突出縁部４１）と板厚方向で重なるので
、掛止孔３１の開口の縁部分をオーバーラップさせて閉じることができる。これによって
、掛止孔３１からケース２０の内部への閉塞沿面距離を延ばして密閉性を高めている。し
たがって、掛止孔３１からのケース２０の内部への異物や静電気の侵入をより抑えること
ができる。なお、上記したバッテリチェッカ１０によれば、壁掛け用の雄螺子Ｓを掛止孔
３１に差し込んで、バッテリチェッカ１０を壁に掛けておくことができる。これによって
、一般的な雄螺子を掛止部材として利用して、壁掛け式のバッテリチェッカ１０とするこ
とができる。
【００４７】
　なお、本発明に係るバッテリ装着器にあっては、上記した実施の形態に限定されるもの
ではなく適宜に変更を加えて構成することが可能である。例えば、上記した実施の形態で
は、バッテリ装着器の一例としてバッテリチェッカ１０を挙げ、これを説明するものとし
た。しかしながら、本発明に係るバッテリ装着器は、例えば電動工具用バッテリを充電す
る充電器として構成されるものであってもよく、電動工具用バッテリが着脱される構成で
あれば適宜の構成に対して採用することができる。また、本発明に係る蓋部材としては、
掛止孔の開口をケースの内部側から閉じるようにケースの内面に設定される取付部に取り
付けられる構成であれば、適宜の構成を採用することができる。具体的には、蓋部材７０
の掛止孔３１の開口をケース２０の内部側から閉じる構成としては、上記した蓋部７１の
構成に限定されることなく適宜の形状を選択することができる。また、蓋部材７０の取付
け方向に関しては、掛止孔３１に対して左右方向で蓋部材７０を取り付けるように構成し
たり、掛止孔３１に対して対面方向で蓋部材７０を取り付けるように構成したりするもの
であってもよい。また、本発明に係る取付部にあっても、例えばストッパ部６０を無くし
て構成してもよいし、このような外し規制部として機能を左右方向で適宜に設けるように
してもよい。
【００４８】
　バッテリ装着器は、搬送式であって、使用者が誤って落下させるおそれがある。落下し
た際には、例えばバッテリ装着器の表示出力部（液晶表示パネル）等が破損するおそれが
ある。そのため液晶表示パネルが破損し難いバッテリ装着器が従来必要とされている。そ
こでバッテリ装着器は、上記構成に代えてあるいは加えて下記の構成Ａを有していても良
い。
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【００４９】
　バッテリ装着器には、上述するように電動工具用バッテリが着脱される。バッテリ装着
器は、構成Ａとして例えば、電動工具用バッテリの状態を表示するための液晶表示パネル
と、液晶表示パネルの裏面を保持するＬＣＤ用ケースと、液晶表示パネルの表面を覆いか
つ透明性を有する材料から形成されかつＬＣＤ用ケースに装着されるＬＣＤ用カバーと、
ＬＣＤ用カバーを開口する開口窓が形成されたケースを有する。そしてケース内において
ＬＣＤカバーがケースに取り付けられずにＬＣＤケースがケースに取り付けられている。
【００５０】
　したがって液晶表示パネルが外力を受け難い構成になっている。例えばケースが力を受
けて歪んだ場合、その歪みは、ケースからＬＣＤ用ケースを経て液晶表示パネルに伝わる
。そのため液晶表示パネルへの力がＬＣＤ用ケースによって緩和された後に液晶表示パネ
ルに伝わる。かくして液晶表示パネルへ伝わる力が小さくなって、液晶表示パネルが破損
することが抑制される。ＬＣＤ用カバーが力を受ける場合がある。その力は、ＬＣＤ用カ
バーからＬＣＤ用ケースを経て液晶表示パネルに伝わる。そのため液晶表示パネルへの力
がＬＣＤ用ケースによって緩和された後に液晶表示パネルに伝わる。かくして液晶表示パ
ネルへ伝わる力が小さくなって、液晶表示パネルが破損することが抑制される。
【００５１】
　前記構成Ａを有するバッテリ装着器において、ＬＣＤ用ケースとＬＣＤ用カバーの両部
材の１つが、他の１つに形成された掛止め部に掛けられる爪を有していても良い。したが
って爪は、ＬＣＤ用ケースとＬＣＤ用カバーを合理的に接続する。例えばＬＣＤ用カバー
がＬＣＤ用ケースよりも表に位置する。そのためＬＣＤ用カバーが受けた力は、ＬＣＤ用
ケースに向かい、ＬＣＤ用ケースによって受け止められ得る。そのためＬＣＤ用カバーと
ＬＣＤ用ケースは、外れない程度の比較的小さな力で接続しても良い。したがって爪とい
う比較的簡易な構造によってＬＣＤ用ケースとＬＣＤ用カバーを接続することができる。
【００５２】
　上記構成Ａを有するバッテリ装着器において、ＬＣＤ用カバーは、中心部が周囲部より
も表側に膨らむ曲面を有していても良い。したがってＬＣＤ用カバーは、比較的外力に対
して破損し難い。例えばＬＣＤ用カバーの中心部に外力が加わった場合、その力が曲面に
よって外周へ分散され、広い範囲で外力が受け止められ得る。
【００５３】
　上記構成Ａを有するバッテリ装着器において、ケースは、開口窓の周りに沿って形成さ
れかつＬＣＤ用カバーよりも外方に突出する突状部を有していても良い。したがって突状
部がＬＣＤ用カバーよりも先に外力を受け易い。これによりＬＣＤ用カバーが受ける外力
が小さくなり、ＬＣＤ用カバーの破損等が抑制され得る。
【００５４】
　上記構成Ａを有するバッテリ装着器において、バッテリ装着器が操作ボタンとコントロ
ーラとケーブルを有していても良い。操作ボタンは、液晶表示パネルの画面を切替えるた
めに操作され、かつ液晶表示パネルの一縁の近傍に位置するようにケースに設けられる。
コントローラは、ケースに設けられかつ液晶表示パネルに信号を発する。ケーブルは、液
晶表示パネルの前記一縁の反対側の他縁から延出して液晶表示パネルとコントローラを接
続する。
【００５５】
　したがって液晶表示パネルと操作ボタンの間にケーブルが配されない。そのため操作ボ
タンが液晶表示パネルに近接して設けられ、操作ボタンを液晶表示パネルの表示画面に合
わせて操作し易くなる。一方、ケーブルは、液晶表示パネルと操作ボタンの間の狭い空間
に影響を受けることなく設けられる。そのためケーブルは、比較的広い空間において液晶
表示パネルとコントローラを接続できる。
【００５６】
　上記構成Ａを有するバッテリ装着器において、ケースは、裏ケースと、裏ケースに装着
されかつ開口窓が形成された表ケースを有する。表ケースにＬＣＤ用ケースが装着されて
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も良い。これにより表ケースの開口窓に対してＬＣＤ用ケースおよび液晶表示パネルを正
確かつ容易に位置合わせすることができる。
【００５７】
　上記構成Ａを有するバッテリ装着器において、ケースは、裏ケースと、裏ケースに装着
されかつ開口窓が形成された表ケースを有する。裏ケースに液晶表示パネルに信号を発す
るコントローラと、液晶表示パネルが装着されたＬＣＤ用ケースが設けられても良い。し
たがって液晶表示パネルとコントローラがともに裏ケースに装着される。これにより表ケ
ースを裏ケースに装着する前において液晶表示パネルとコントローラを電気的に接続する
ことができる。
【００５８】
　図面を用いて上述の構成を下記に詳しく説明する。図１に示すようにバッテリチェッカ
１０は、バッテリ装着器の１例であって、ケース２０と表示出力部１７を有する。ケース
２０は、裏ケース２１と裏ケース２１に装着される表ケース２７を備え、ケース２０内に
表示出力部１７が設けられる。
【００５９】
　図２８に示すように表示出力部１７は、液晶表示パネル（ＬＣＤパネル）１とＬＣＤ用
ケース２とＬＣＤ用カバー３を有する。液晶表示パネル１は、矩形板状であって、バッテ
リチェッカ１０で診断した電動工具バッテリＢの診断結果等を表示する。ＬＣＤ用ケース
２は、皿状であって、液晶表示パネル１を保持する本体板２ａを有する。液晶表示パネル
１の裏面が接着剤等によって本体板２ａの表面に接合または装着される。
【００６０】
　図２８，図２９に示すようにＬＣＤ用ケース２は、本体板２ａの外周に沿う壁部２ｂを
有する。壁部２ｂは、液晶表示パネル１の厚みよりも高く、液晶表示パネル１の外周を保
護する。壁部２ｂは、本体板２ａの上縁に切欠き２ｆを有し、ケーブル４が挿通される。
ケーブル４は、例えばフラットケーブルであって、液晶表示パネル１の上縁から切欠き２
ｆを通って延出し、図３３に示す回路基板６に接続される。
【００６１】
　図２８，図２９に示すようにＬＣＤ用ケース２にはＬＣＤ用カバー３が装着される。Ｌ
ＣＤ用ケース２は、壁部２ｂから外方に突出する掛け止部２ｃを有する。掛け止部２ｃは
、例えば壁部２ｂの上縁左部と上縁右部から上方へ突出する掛け止部２ｃと、壁部２ｂの
下縁中央部から下方へ突出する掛け止部２ｃを有する。各掛け止部２ｃには、ＬＣＤ用カ
バー３の爪３ｅが挿通される貫通孔が形成される。
【００６２】
　図２８，図２９に示すようにＬＣＤ用ケース２は、ケース２０に装着される。ＬＣＤ用
ケース２は、壁部２ｂから外方に突出する複数の装着部２ｄ，２ｅを有する。装着部２ｄ
は、本体板２ａの上左領域と上右領域の裏面から上方に延出する。装着部２ｅは、壁部２
ｂの下左部と下右部から下方へ突出する。各装着部２ｄ，２ｅにねじ５の脚が挿通される
貫通孔を有する。ねじ５の脚が表ケース２７の裏面から裏側へ突出するボス２７ｅに螺合
され、ねじ５の頭が装着部２ｄ，２ｅを保持する。これによりＬＣＤ用ケース２が図３０
に示すようにねじ５によって表ケース２７に装着される。
【００６３】
　図２８，図２９に示すようにＬＣＤ用カバー３は、矩形板状であって、透明性の高い樹
脂から形成される。ＬＣＤ用カバー３は、開口窓２７ａによって開口される本体部３ｃと
、本体部３ｃの外周に沿うフランジ部３ａと、ＬＣＤ用カバー３をＬＣＤ用ケース２に装
着するための爪３ｅを有する。本体部３ｃは、図３１に示すように開口窓２７ａ内に装着
され、表ケース２７の表側面１０１に沿う形状である。したがってＬＣＤ用カバー３は、
美観に優れている。本体部３ｃは、表ケース２７の表側面１０１よりもやや内側に位置す
る。したがって本体部３ｃが外力を受け難く、ＬＣＤ用カバー３が破損し難い。
【００６４】
　図３１を参照するようにＬＣＤ用カバー３の本体部３ｃの表面は、表ケース２７の表側
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面１０１に沿う形状であるとともに、中央部が上部と下部よりも表側に膨らむ曲面を有す
る。したがって本体部３ｃが力を受けた場合、その力は曲面によって上下方向へ分散され
る。図２８に示すように表ケース２７は、開口窓２７ａの外周に沿って表側へ突出する突
状部２７ｂを有する。したがって突状部２７ｂは、ＬＣＤ用カバー３よりも先に外力を受
けることでＬＣＤ用カバー３に外力が加わることを軽減させ得る。
【００６５】
　図２８，図２９に示すようにＬＣＤ用カバー３のフランジ部３ａは、本体部３ｃよりも
裏側に位置し、本体部３ｃに沿って環状である。フランジ部３ａの表面には、本体部３ｃ
の外周縁に隣接する位置決め突部３ｄが形成される。突部３ｄは、表ケース２７の裏面に
開口窓２７ａに沿って形成された凹部２７ｇに設置される。突部３ｄの表面が凹部２７ｇ
の底面に当接または隣接されることで、ＬＣＤ用カバー３と表ケース２７の表裏方向の位
置を決定する。突部３ｄの外周端が凹部２７ｇの周壁に当接または隣接されることで、Ｌ
ＣＤ用カバー３の表ケース２７に対する上下方向および左右方向の位置を決定する。
【００６６】
　図２８，図２９に示すようにＬＣＤ用カバー３は、ＬＣＤ用ケース２に取り付くための
複数の爪３ｅを有する。爪３ｅは、それぞれＬＣＤ用カバー３の上縁左部と上縁右部と下
縁中央部から裏側へ延出する。各爪３ｅは、外方へ突出する先端部を有する。爪３ｅは、
ＬＣＤ用ケース２の掛け止部２ｃに表側から裏側へ挿入される際に弾性変形し、弾性戻り
することで先端部が掛け止部２ｃに掛かる。爪３ｅは、ＬＣＤ用カバー３がＬＣＤ用ケー
ス２に対して表側へ外れることを防止する。また爪３ｅは、上下方向に弾性変形可能であ
て、ＬＣＤ用カバー３をＬＣＤ用ケース２に対して上下方向に弾性的に保持する。一方、
爪３ｅは、左右方向に弾性変形し難く、ＬＣＤ用カバー３をＬＣＤ用ケース２に対して左
右方向に移動する量を規制する。
【００６７】
　図２８，図２９を参照するようにＬＣＤ用カバー３のフランジ部３ａの裏面は、ＬＣＤ
用ケース２の壁部２ｂの表端に当接する。したがってＬＣＤ用ケース２がＬＣＤ用カバー
３を裏側から支持する。そのためＬＣＤ用カバー３が表側から外力を受けた場合、ＬＣＤ
用カバー３がＬＣＤ用ケース２の壁部２ｂによって裏側から支持される。
【００６８】
　図３３に示すように回路基板６は、基板本体６ａとコントローラ６ｂと放電回路６ｃを
有する。コントローラ６ｂは、例えばマイクロコントロールユニット（ＭＣＵ）であって
、バッテリチェッカ１０に装着された図２に示すバッテリＢと通信可能に連結される。コ
ントローラ６ｂは、バッテリＢから発信された通信信号に基づいてバッテリＢの状態を診
断するプログラム（ファームウェア）、アルゴリズム等を記憶するフラッシュメモリを有
する。放電回路６ｃは、バッテリＢと接続され、バッテリＢを放電させる。コントローラ
６ｂは、放電時におけるバッテリＢの放電容量を測定することでバッテリＢを診断するこ
とも可能である。
【００６９】
　図３３，図３６に示すように基板本体６ａにコネクタ６ｄが装着され、コネクタ６ｄに
マイクロＵＳＢ等のケーブルが接続される。ケーブルによって回路基板６とコンピュータ
（ＰＣ）が接続され、コントローラ６ｂがコンピュータにバッテリＢの診断結果等を信号
として発信する。コンピュータは、バッテリＢの診断結果を受信して、表示等をすること
ができる。また、ケーブルによって、回路基板６とプリンタを接続してもよい。このプリ
ンタで、バッテリＢの診断結果等を印刷してもよい。
【００７０】
　図３３，図３６に示すように基板本体６ａにカードリーダー６ｅが装着され、カードリ
ーダー６ｅにＳＤカード等のメモリカードが挿入される。カードリーダー６ｅによってメ
モリカードとコントローラ６ｂが通信可能に接続される。したがってメモリカードに記憶
された情報に基づいてコントローラ６ｂに記憶されたプログラム（ファームウェア）がア
ップデートされ得る。あるいはコントローラ６ｂに記憶されているバッテリＢの診断結果
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等がメモリカードに送信されて記録され得る。バッテリＢの診断結果等を記録したメモリ
カードをコンピュータに接続し、コンピュータでバッテリＢの診断結果等を読み取り、デ
ィスプレイで表示したり、プリントアウトすることも可能である。
【００７１】
　図３４，図３５に示すようにケース２０には、コネクタ６ｄとカードリーダー６ｅを開
口する開口部２０ａ，２０ｂが形成される。ケース２０には、開口部２０ａ，２０ｂを覆
うための蓋７ａ，７ｂが着脱可能に取り付けられる。
【００７２】
　図３６に示すようにコントローラ６ｂは、液晶表示パネル１と図２８に示すケーブル４
を経由して通信可能に接続される。液晶表示パネル１は、コントローラ６ｂから発信され
た信号を受信して、バッテリＢの診断結果等を表示する。
【００７３】
　図３３，図３６に示すように基板本体６ａには、操作部（操作ボタン）１８と電源ボタ
ン１９が取り付けられる。操作部１８は、押しボタンである戻しスイッチＳＷ１と、押し
ボタンである送りスイッチＳＷ２を有する。送りスイッチＳＷ２は、押されることで信号
をコントローラ６ｂに発信し、コントローラ６ｂは、液晶表示パネル１の表示画面を次の
画面となるように液晶表示パネル１に表示信号を発信する。戻しスイッチＳＷ１は、押さ
れることで信号をコントローラ６ｂに発信し、コントローラ６ｂは、液晶表示パネル１の
表示画面が前の表示画面になるように液晶表示パネル１に表示信号を発信する。電源ボタ
ン１９は、押しボタンであって、押されることで信号をコントローラ６ｂに発信する。コ
ントローラ６ｂは、電源ボタン１９からの信号に基づいて駆動用乾電池からの電力をコン
トローラ６ｂと液晶表示パネル１へ供給するＯＮ状態と遮断するＯＦＦ状態に切替える。
【００７４】
　図３１，図３２に示すように操作部１８と電源ボタン１９は、脚部１８ａ，１９ａと頭
部１８ｃ，１９ｃを有する。脚部１８ａ，１９ａの先端に回路基板６と電気的に接続され
るスイッチ機構１８ｂ，１９ｂを有し、操作部１８と電源ボタン１９の操作がスイッチ機
構１８ｂ，１９ｂによって電気信号に変換される。
【００７５】
　図３１，図３２に示すように操作部１８と電源ボタン１９の頭部１８ｃ，１９ｃは、表
ケース２７の表側面１０１に沿う形状であり、かつ表側面１０１よりもやや奥側に位置す
る。したがって操作部１８と電源ボタン１９が誤って操作されることが抑制される。操作
部１８の頭部１８ｃの表面は、他の操作部１８に近い部分から遠くなるほど裏側に傾斜す
る。さらに操作部１８の頭部１８ｃの表面は、上部から下方に向けて裏側に傾斜する。電
源ボタン１９の頭部１９ｃは、中央部分が外周部分よりも表側に位置する曲面形状を有す
る。
【００７６】
　図２９，図３１に示すように表ケース２７は、裏面から突出するボス２７ｆを有し、ボ
ス２７ｆが裏ケース２１に当接される。裏ケース２１の裏側からねじが挿入されて、ねじ
の先端がボス２７ｆに螺合される。これにより裏ケース２１に表ケース２７が取り付けら
れる。
【００７７】
　ＬＣＤ用ケース２は、図２８，図２９に示す本体板２ａに代えて、液晶表示パネル１を
裏から支持する他の構造、例えば網状、外周部分のみを有する環状であっても良い。ＬＣ
Ｄ用ケース２とＬＣＤ用カバー３は、上述するようにＬＣＤ用ケース２に形成された掛け
止部２ｃと、ＬＣＤ用カバー３に形成された爪３ｅによって装着される。これに代えて、
ＬＣＤ用ケース２とＬＣＤ用カバー３は、ＬＣＤ用ケース２に形成された爪と、ＬＣＤ用
カバー３に形成された掛け止部によって装着されても良い。あるいは、ＬＣＤ用ケース２
とＬＣＤ用カバー３は、ねじ等の他の取付構造によって装着されても良い。
【００７８】
　上述する液晶表示パネル１は、バッテリチェッカ１０によって診断されたバッテリＢの
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診断結果を表示する。これに代えて、電動工具用バッテリがバッテリチェッカ１０とは異
なる装置に装着され、液晶表示パネル１が、前記装置に装着されたバッテリＢの状態、例
えば充電状態等をコントローラから受信して表示しても良い。
【符号の説明】
【００７９】
１     液晶表示パネル
２     ＬＣＤ用ケース
３     ＬＣＤ用カバー
３ｅ   爪
４     ケーブル
６     回路基板
６ｂ   コントローラ
６ｃ   放電回路
６ｄ   コネクタ
６ｅ   カードリーダー
１０　バッテリチェッカ（バッテリ装着器）
１０１　表側面
１０２　裏側面
１１　バッテリ装着部
１２　スライドレール
１３　フック部
１４　接続端子部
１５　端子カバー
１７　表示出力部
１８　操作部（操作ボタン）
１９　電源ボタン
２０　ケース
２０１　内面
２１　裏ケース（下側ケース）
２１１，２１２　側壁
２３　乾電池収容部
２４　収容カバー
２５１　係止フック
２５２　螺子
２７　表ケース（上側ケース）
２７ａ 開口窓
２８   雄螺子
２９　サイドリブ
３０　掛止構造
３１　掛止孔
３１１　左側掛止孔
３１２　右側掛止孔
３３　大径孔（第１孔部）
３４　内周縁
３５　小径孔（第２孔部）
３６　内周縁
３７　連接孔
３８　内周縁
４０　取付部
４１　突出縁部（縁部）
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４４　第１突出縁部
４６　第２突出縁部
４８　第３突出縁部
５０　閉塞部
５１　周壁部
５２　円形部
５５　支持ガイド部（取付支持部）
５６　支持リブ
５７　水平リブ
５８　上下リブ
５９　下側当接面
６０　ストッパ部（外し規制部）
６１　テーパ面
６２　上側当接面
７０　蓋部材
７１　蓋部
７３　第１蓋部
７３１　第１対面部
７３２　第１周壁部（壁部）
７３５　上端
７３６　当接面
７４　第２蓋部
７４１　第２対面部
７４２　第２周壁部
７５　対面開口部
７７　下部開口部
７８　開口端
７９　外周面
８１　差込ガイド部
８２　差込孔
８３　差込部（嵌め込む構造）
８４　対面壁
８５１　左側壁
８５２　右側壁
８７　延在部
８８　段差部
Ｂ　電動工具用バッテリ
Ｓ　雄螺子（掛止部材）
Ｓ１　螺子部
Ｓ２　螺子頭
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